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はくば
広報

     　

白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―

広報はくば
４月９日は長野県議会議員一般選挙の投票日です……… 2
出産・子育て応援ギフト券について……………………… 4
姉妹都市交流事業スキー交流会について………………… 5

※広報はくばでは毎月表紙写真を公募しています。※時節に合わない等により採用できない場合もありますが、御了承ください。
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駐日ドイツ大使が白馬村を訪問しました
2月9日（木曜日）に、駐日ドイツ連邦共和国クレーメンス・フォン・ゲッツェ特命全権
大使が白馬村を訪問しました。役場村長室で行われた懇談では、白馬村の友好都市であ
るドイツ・オーバーヴィーゼンタールとの、サッカーやコーラスでの交流についての紹介や、
白馬村とドイツとの今後さらなる交流活性化に向けての話がされました。
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４
月
９
日【
日
曜
日
】は

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

告
示
日　

３
月
31
日【
金
曜
日
】

今
後
の
県
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
大
切
な
選
挙
で
す
。皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
・
投
票
時
間　

４
月
９
日【
日
曜
日
】　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

白
馬
村
で
投
票
で
き
る
人

　

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
次

の
人
で
す
。（
選
挙
人
名
簿
登
録
基
準

日
：
令
和
５
年
３
月
30
日
）

●�

年
齢　

投
票
日
に
満
18
歳
以
上
の

人
。（
平
成
17
年
４
月
10
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
）

●�

住
所　

令
和
４
年
12
月
30
日
以
前

か
ら
令
和
５
年
３
月
30
日
ま
で
引

き
続
き
白
馬
村
に
住
所
の
あ
る
人
。

※�

上
記
に
該
当
す
る
人
で
も
令
和
５

年
３
月
31
日
以
後
に
県
外
へ
転
出

し
た
場
合
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

住
所
移
転
の
届
出
を
し
た
人

▽�

白
馬
村
か
ら
県
内
他
市
町
村
へ
転

出
し
た
人

　

令
和
４
年
12
月
31
日
以
後
に
白
馬

村
か
ら
転
出
し
た
人
は
、白
馬
村
の

投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。（
た
だ
し
、白
馬
村
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。）ま
た
、最
寄
り
の
市
町
村
で

交
付
さ
れ
る「
引
き
続
き
長
野
県
内

に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」の

提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
白
馬
村
に
転
入
し
た
人

　

白
馬
村
へ
の
転
入
届
を
令
和
４
年

12
月
31
日
以
後
に
提
出
し
た
人
は
、

転
入
前
の
住
所
地（
選
挙
人
名
簿
登

録
地
）の
市
町
村
で
投
票
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。（
令
和
４
年
12
月
31
日

以
後
に
県
外
か
ら
転
入
し
た
人
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
。）

期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
、レ

ジ
ャ
ー
、冠
婚
葬
祭
等
の
用
務
が
あ

る
場
合
、選
挙
期
日
前
で
あ
っ
て
も
、

選
挙
期
日
と
同
じ
手
続
き
に
よ
り
投

票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●�

場　
所　

�

白
馬
村
役
場
２
階　

２
０
１・
２
０
２
会
議
室

●�

時　
間　

�

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
午
後
８
時

●�
期　
間　

�

４
月
１
日【
土
曜
日
】～

　
　
　
　
　
４
月
８
日【
土
曜
日
】

●
持
ち
物　
投
票
所
入
場
券

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
、裏
面
の
期
日
前
投
票

宣
誓
書（
兼
請
求
書
）は
記
入
の
上
、

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

滞
在
先
の
市
区
町
村
で
の
投
票

　

仕
事
先
、旅
行
先
な
ど
で
村
外
に

滞
在
し
て
い
る
場
合
、白
馬
村
以
外

の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。投
票
ま
で

の
流
れ
や
注
意
点
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
投
票
用
紙
の
請
求

　
「�

宣
誓
書（
兼
請
求
書
）」に
必
要
事

項
を
記
入
し
、白
馬
村
選
挙
管
理

委
員
会
ま
で
請
求（
提
出
）し
て

く
だ
さ
い
。

②
投
票
用
紙
等
の
受
領

　

�

告
示（
３
月
31
日
）後
に
、「
投
票
用

紙
」「
不
在
者
投
票
封
筒（
内
・
外
）」

「
不
在
者
投
票
証
明
書
」を
郵
便
書

留
で
送
り
ま
す
の
で
、届
き
ま
し
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た
ら
、早
急
に
最
寄
り
の
市
区
町

村
選
挙
管
理
委
員
会
へ
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

③
最
寄
り
の
市
区
町
村
で
の
投
票

　

�
最
寄
り
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
で
関
係
者
立
会
い
の
も
と
投

票
手
続
と
な
り
ま
す
。こ
れ
よ
り

先
に
投
票
用
紙
等
に
記
入
し
た
り
、

「
不
在
者
投
票
証
明
書
」を
開
封
す

る
と
無
効
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

「
投
票
用
紙
」等
と
共
に
送
り
ま
す

投
票
方
法
の
説
明
に
従
っ
て
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

④
投
票
用
紙
の
返
送

　

�

投
票
用
紙
は
投
票
を
し
た
市
区
町

村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
白
馬
村

へ
返
送
し
ま
す
。こ
の
投
票
用
紙

は
、投
票
日
当
日
、閉
鎖
時
刻
ま
で

に
定
め
ら
れ
た
投
票
所
に
到
着
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。郵
送
に

は
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、請

求
や
投
票
の
手
続
き
は
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
の

投
票

　

指
定
病
院
・
指
定
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
、都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会

が
不
在
者
投
票
施
設
に
指
定
し
た
施

設
や
法
令
で
定
め
ら
れ
た
施
設（
監

獄
な
ど
）に
入
院
・
入
所
中
で
あ
れ
ば
、

そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

　

投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
は
、施
設

の
長
を
通
じ
て
行
い
ま
す
が
、自
分

で
直
接
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

郵
便
等
に
よ
る
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
所
有
者

は
、次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、自

宅
な
ど
で
投
票
で
き
ま
す
。

※�

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
投
票
す
る

た
め
に
は
、あ
ら
か
じ
め「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」の
交
付
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。交
付
申
請

の
際
に
は
、以
下
の
手
帳
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、ま

ず
は
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
問
合

せ
て
く
だ
さ
い
。

※�「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」の
交
付
を

受
け
た
方
か
ら
の
投
票
用
紙
等
の

交
付
請
求
期
限
は
、令
和
５
年
４

月
５
日【
水
曜
日
】ま
で
と
な
り
ま

す
。

●�

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
対

象
者

▽�

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人

＊�

両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
障
が

い（
1
級
又
は
2
級
）

＊�

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
膀
胱
・
直

腸
・
小
腸
の
障
が
い（
1
級
又
は
3

級
）

＊�

免
疫
・
肝
臓
の
障
が
い�（
1
級
か
ら

3
級
）

▽�

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

＊�

両
下
肢
・
体
幹
の
障
が
い（
特
別
項

症
か
ら
第
2
項
症
）

＊�

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
膀
胱
・
直

腸
・
小
腸
・
肝
臓
の
障
が
い（
特
別

項
症
か
ら
第
3
項
症
）

▽�

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人

＊
要
介
護
5

●�

代
理
記
載
制
度
の
対
象
者（
代
理

人
が
投
票
用
紙
に
記
載
す
る
こ
と

が
で
き
る
人
）

▽�

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人

＊�

上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
が
い（
1

級
）

▽�

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

＊�

上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
が
い（
特

別
項
症
か
ら
第
2
項
症
）

入
場
券

　

入
場
券
は
、告
示
日（
３
月
31
日
）

以
降
に
世
帯
ご
と
に
発
送
し
ま
す
。

選
挙
公
報

　

選
挙
公
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、新

聞
折
込
み
で
配
布
す
る
ほ
か
、白
馬

村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
、

役
場
村
民
ホ
ー
ル
へ
の
備
え
置
き
を

行
い
ま
す
。（
無
投
票
に
な
っ
た
場
合

は
、選
挙
公
報
を
発
行
し
ま
せ
ん
。）

投
票
所

　

行
政
区
ご
と
に
投
票
所
を
分
け
て

い
ま
す
の
で
、入
場
券
に
記
載
さ
れ
て

い
る
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村選挙管理委員会（白馬村役場　総務課）電話：0261-72-7002

第1投票所 白馬村保健福祉ふれあ
いセンター

白馬町・深空・八方口・大出・
蕨平・嶺方

第2投票所 塩島基幹センター 森上・塩島・通・立の間・青鬼・
野平

第5投票所 白馬村農業体験実習館 飯田・飯森・めいてつ
第6投票所 沢渡公民館 内山・佐野・沢渡

第7投票所 堀之内地区高齢者支え
合いセンター 三日市場・堀之内

第8投票所 八方文化会館 八方・和田野・山麓
第9投票所 新田公民館 新田・どんぐり・切久保・落倉

第10投票所 瑞穂農業生活改善セン
ター 瑞穂・エコーランド・みそら野
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白
馬
村
で
は
、国
の「
伴
走
型

相
談
支
援
及
び
出
産
・
子
育
て
応

援
給
付
金
の
一
体
的
実
施
事
業
」

に
基
づ
き
、す
べ
て
の
子
育
て
家

庭
が
安
心
し
て
出
産
・
育
児
が
で

き
る
よ
う
、妊
娠
期
か
ら
出
産
・

育
児
期
ま
で
の
一
貫
し
た
相
談

支
援
と
、経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
の
出
産
応
援
ギ
フ
ト

（
交
付
金
）お
よ
び
子
育
て
応
援

ギ
フ
ト（
交
付
金
）の
支
給
を
、一

体
的
に
実
施
し
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

出
産
応
援
ギ
フ
ト（
交
付
金
）

（
1
）�令
和
５
年
２
月
１
日
以
降

に
妊
娠
の
届
出
を
し
た
妊

婦

（
2
）�令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
、

令
和
５
年
２
月
１
日
よ
り

前
に
出
生
し
た
子
の
母

（
3
）�令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
、

令
和
５
年
２
月
１
日
よ
り

前
に
妊
娠
の
届
出
を
し
た

妊
婦

子
育
て
ギ
フ
ト（
交
付
金
）

（
1
）�令
和
５
年
２
月
１
日
以
降

に
出
生
し
た
子
を
養
育
す

る
方

（
2
）�令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
、

令
和
５
年
２
月
１
日
よ
り

前
に
出
生
し
た
子
を
養
育

す
る
方

※�
い
ず
れ
の
場
合
も
申
請
時
点

で
白
馬
村
に
住
所
を
有
す
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

※�

転
入
等
で
既
に
他
の
自
治
体

で
交
付
を
受
け
た
方
は
対
象

外
で
す
。

●
支
給
内
容

出
産
応
援
ギ
フ
ト（
交
付
金
）

　

妊
娠
１
回
に
つ
き
現
金
５
万

円
支
給

※�

医
療
機
関
等
で
妊
娠
の
事
実

を
確
認
し
た
方

子
育
て
応
援
ギ
フ
ト（
交
付
金
）

　

出
生
し
た
お
子
さ
ん
１
人
に

つ
き
現
金
５
万
円
支
給

※�

多
胎
児
の
場
合
は
５
万
円
×

人
数
分

●
申
請
方
法

出
産
応
援
ギ
フ
ト（
交
付
金
）

　

子
育
て
支
援
課
に
妊
娠
届
出

書
を
提
出
す
る
際（
母
子
健
康
手

帳
の
交
付
を
受
け
る
際
）に
、保

健
師
に
よ
る
面
談
を
行
い
ま
す
。

面
談
後
に
申
請
を
受
付
け
ま
す
。

※�

面
談
に
は
15
分
か
ら
30
分
程

度
か
か
り
ま
す
。時
間
に
余
裕

を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

保
健
師
が
不
在
の
場
合
も
あ

り
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
電
話
で

確
認
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

さ
い
。

子
育
て
応
援
ギ
フ
ト（
交
付
金
）

　

出
産
後
の
新
生
児
訪
問
等
で

面
談
後
に
応
援
金
の
申
請
を
受

付
け
ま
す
。

●
支
給
時
期

　

申
請
書
の
受
付
か
ら
概
ね
１

か
月
後
に
指
定
の
口
座
に
振
込

い
た
し
ま
す
。

●
事
業
開
始
日

　
令
和
５
年
２
月
１
日

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
均
等
割
額
と
所
得

割
額
の
2
種
類
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

白
馬
村
出
産
・
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
（
交
付
金
）
を
支
給
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

軽
減
基
準
が
変
わ
り
ま
す

お問合せ　白馬村教育委員会　子育て支援課　電話：0261-85-8101

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

均等割額…（被保険者全員にかかる金額）　所得割額…（被保険者の所得に応じてかかる金額）

均等割額については、世帯の所得に応じ７割・５割・２割の軽減措置があります。
法律改正に伴い、令和５年度の判定基準額が、下記の表のとおり一部変更となります。

世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額等を合計した額 軽減後の
均等割額

43万円＋10万円×（給与所得者等の数（※）―1）
変更なし ７割軽減

43万円＋29万円×被保険者数＋10万円×（給与所得者等の数（※）―1）
28.5万円から29万円に変更 ５割軽減

43万円＋53.5万円×被保険者数＋10万円×（給与所得者等の数（※）―1）
52万円から53.5万円に変更 ２割軽減

※�給与所得者等の数とは、世帯内の被保険者と世帯主のうち、55万円を超える給与収入を有する者の数と、公的年金等の収入額が
125万円（その者が65歳未満の場合は、60万円）を超える者の数（給与所得を有する者を除く）の合計を指します。
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「
河
津
東
小
学
校
・
白
馬
南
小

学
校
児
童
交
流
」

1
月
18
日
か
ら
2
泊
3
日
の
日
程

で
河
津
東
小
学
校
5
、
6
年
生
の
児

童
17
名
が
白
馬
村
を
訪
れ
ま
し
た
。

19
日
に
白
馬
南
小
の
児
童
と
エ
イ

ブ
ル
白
馬
五
竜
ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー

体
験
を
通
じ
交
流
し
ま
し
た
。
当
日

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、最
高
の
ス
キ
ー

日
和
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
、外
出
の
機
会
も
減
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
河
津
東
小
学
校
の
多
く

の
児
童
が
初
め
て
の
ス
キ
ー
を
体
験

し
ま
し
た
。
白
馬
南
小
学
校
の
児
童

は
ス
キ
ー
靴
の
履
き
方
か
ら
教
え
、

学
校
で
育
て
た
も
ち
米
で
作
っ
た
お

汁
粉
を
ふ
る
ま
い
、お
も
て
な
し
を

し
ま
し
た
。

「
太
地
小
学
校
・
白
馬
北
小
学
校

児
童
交
流
」　

1
月
25
日
か
ら
2
泊
3
日
の
日
程
で

太
地
小
学
校
5
、
6
年
生
の
児
童
18
名

と
、
太
地
小
学
校
と
連
携
協
定
を
結
ん

で
い
る
和
歌
山
県
北
山
村
の
北
山
小
学

校
5
、
6
年
生
の
児
童
7
名
が
白
馬
村

を
訪
れ
ま
し
た
。

25
日
に
前
日
か
ら
の
寒
波
の
影
響
で

大
幅
に
到
着
が
遅
れ
た
た
め
、26
日
の

交
流
は
午
後
の
み
の
交
流
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
特
色
を
紹
介
し
、

一
緒
に
ソ
ー
ラ
ン
節
を
踊
る
等
交
流
し
、

短
い
時
間
で
し
た
が
有
意
義
な
時
間
を

共
有
で
き
ま
し
た
。
白
馬
北
小
学
校
の

児
童
と
一
緒
に
雪
遊
び
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、訪
れ
た
児
童
は
見
学
し
た

白
馬
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
で
雪
に
飛
び
込

ん
だ
り
、

雪
を
か
け

あ
っ
た
り

と
初
め
て

の
雪
に
触

れ
る
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
使
用
す
る
温
泉

施
設
利
用
助
成
券
の
交
付
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、申
請
書

に
ご
記
入
の
上
、役
場
健
康
福
祉
課
ま

で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
利
用
券
は
後
日
郵
送
し
ま
す
。な
お
、

申
請
書
は
役
場
健
康
福
祉
課
窓
口
に
備

え
付
け
て
い
る
ほ
か
、白
馬
村
行
政
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

１ 

助
成
の
目
的

　
入
浴
に
よ
り
外
出
機
会
を
増
や
す
こ

と
で
介
護
予
防
に
つ
な
げ
、在
宅
福
祉

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

２ 

助
成
の
方
法

　
温
泉
入
浴
料
の
助
成
を
希
望
す
る
方

に
、申
請
書
の
提
出
に
よ
り
入
浴
１
回

に
つ
き
４
０
０
円
分
の
利
用
券
を
交
付

し
ま
す
。

　

利
用
券
の
交
付
枚
数
は
、４
月
中
に

申
請
し
た
場
合
、一
年
度（
４
月
か
ら
翌

年
３
月
ま
で
）12
回
分
を
交
付
し
ま
す
。

５
月
以
降
の
申
請
の
場
合
は
、申
請
し

た
月
も
含
め
残
り
の
月
数
に
１
枚
の
割

合
で
交
付
し
ま
す
。

３ 

利
用
券
交
付
対
象
者

　

白
馬
村
に
住
民
票
の
あ
る
、次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
が
利
用
券
の
交

付
を
申
請
で
き
ま
す
。

（
1
）�

満
65
歳
以
上
の
方

（
2
）��

身
体
や
精
神
等
に
障
が
い
の
あ

る
方（
手
帳
所
持
者
）

（
3
）��

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
小
学
生
以

下
の
方

※ 

助
成
対
象
者
が
属
す
る
世
帯
に
、村

税
、上
下
水
道
料
金
等
を
滞
納
し
て

い
る
方
が
い
る
場
合
に
は
、利
用
券

は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

４ 

利
用
券
の
利
用
方
法

　

利
用
券
１
枚
と
、
入
浴
料
金
か
ら

４
０
０
円
を
差
し
引
い
た
金
額
を
、登

録
を
受
け
た
温
泉
の
窓
口
で
支
払
い
ま

す
。回
数
券
の
購
入
や
他
の
入
浴
割
引

と
重
複
し
た
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

５ 

利
用
で
き
る
温
泉

　

公
衆
浴
場
の
許
可
を
受
け
て
あ
り
、

村
に
登
録
し
た
温
泉
で
利
用
券
が
使
え

ま
す
。

　
（
詳
細
は
利
用
券
交
付
時
に
同
封
さ

れ
る
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

姉
妹
都
市
交
流
事
業　

ス
キ
ー
交
流　

3
年
ぶ
り
の
開
催

令
和
５
年
度
の
温
泉
施
設
利
用
券
の
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
！

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002
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令和 5 年度
松川端粗大ごみ・リサイクル物集積場

開設日時及び粗大ごみ等処理料金について
・開設日時　毎回 : 午前 9時から正午まで

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月
23日 14・28日 11日 ー ー 10日 15日 12・19日

※新型コロナウイルスの感染状況や降雪等の状況により、日程の変更、中止となる場合があります。

下記の料金は、あくまでも参考価格です。買取相場の変動等により変更となる場合があります。
ご理解とご協力をよろしくお願いします。

粗大ごみ品目 料　金
金属以外の複合素材が付着していないものに限る
アルミサッシ、アルミホイール、ハウス用パイプ、スチールホイール、　注 : 金属相場により有料となる場合があります。 無　料
保温ポット、座布団、長座布団、雪かき (スコップ )、桶、樽、バケツ、ポリタンク（20ℓ以下）、衣装箱、タイヤ（一輪車・
自転車）、ラケット、アイロン、消火器 (中身が入っていないもの )、電気カミソリ、バッテリー、カメラ、ゴルフクラブ、
その他類似の小物類

650円

椅子、一輪車 (遊具・運搬用 )、加湿器、ガスコンロ、換気扇、掃除機、米びつ、こたつ板、照明器具、食器乾燥機、炊飯器、
ストーブ、洗浄便座、扇風機、電話機、トースター、ファンヒーター、電気ポット、ベビーチェア、ホットプレート、マッ
サージ機、ミキサージューサー、ミシン (卓上型 )、物干し竿、瞬間湯沸かし器、ラジカセ

900円

カーペット、こたつ、座椅子 (1人用 )、自転車、じゅうたん、スーツケース、スキー板、スキー靴、スノーボード板、スノー
ボード靴、スノーダンプ、スピーカー、畳 (1畳未満 )、机・テーブル (長辺 90cmまで )、タンス・棚類 (高さと幅の合
計 200cmまで )、電気毛布 (敷布 )、電子レンジ、布団、ウレタンマットレス、ビデオデッキ (DVD・CDなど )、ベビー
カー、よしず、プリンター (卓上 )

1,300 円

ガラス、陶磁器、焼却灰 (豆炭・練炭・薪の灰に限る )、左記いずれも袋 30ℓ程度 1,650 円
オートバイ、車いす、ソファー (1人用スプリング入り )、給湯器、食器洗い機、ステレオセット (卓上型 )、洗面化粧台、畳 (1
畳 )、タンス・棚類 (高さと幅の合計 350cmまで )、机・テーブル (長辺 90cm超 )、発電機、電気カーペット、流し台、
ベッド (マットレスは別途 )、刈払機、パソコン (ブラウン管は別途 )、ブラウン管式ディスプレイ、ミシン (足踏み式 )、
ワープロ、スプリングマットレス・磁気布団 (シングル )

2,500 円

小型農機具 (管理機・耕運機・田植機・バインダー等 ) 3,200 円
スプリングマットレス (セミダブルまで ) 3,800 円
オルガン、電子ピアノ、マッサージチェア、給湯器 (貯湯式 )、ソファー (スプリング入り、2人掛け以上 )、耐火金庫 (家
庭用卓上型 )、スプリングマットレス (ダブル )、電動シニアカー、電動車椅子、介護用電動ベッド 6,500 円
木くず、枝木、生木 (1㎥当たり )、根株 ( 土付きは+1,000 円 ) 9,000 円
廃プラスチック類・マルチ（1㎥当たり） 13,000 円
混合廃棄物（家庭系限る　1㎥当たり） 13,000 円

タイヤ（普通車まで） ホイール無し ※スパイクタイヤは右記金額に+500円となります。 600円
ホイール付き ※スパイクタイヤは右記金額に+500円となります。 700円

タイヤ（中型車用） ホイール無し ※スパイクタイヤは右記金額に+1,000 円となります。 2,650 円
ホイール付き ※スパイクタイヤは右記金額に+1,000 円となります。 3,000 円

※�松川端粗大ごみ・リサイクル物集積場における粗大ごみ処理業務は業者直営となっています。
※ 小型家電製品など金属以外の複合素材が付着している金属類は、買取相場の下落等により有料となります。
※�上記以外の品目については、同種・類似品の料金が適用されます。
※�上記は、1個・1台・1本・1足・1枚の料金です。
※�持込み時に種類ごと分けられていない場合は、混合廃棄物の料金となります。
※ 小型家電（小型で電気や電池を使う器具）は、白馬リサイクルセンター（旧清掃センター東側）で無料回収しています。

家電 4品目 料　金 内　訳
リサイクル料 運搬保管料

テレビ（全種類、15型以下） 4,620 円 1,870 円 2,750 円
テレビ（全種類、16型以上） 5,720 円 2,970 円 2,750 円
冷蔵庫・冷凍庫（内容積 170リットル以下） 6,490 円 3,740 円 2,750 円
冷蔵庫・冷凍庫（内容積 171リットル以上） 7,480 円 4,730 円 2,750 円
洗濯機・衣類乾燥機 5,280 円 2,530 円 2,750 円
エアコン 3,740 円 990 円 2,750 円
テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機、エアコンは、家電リサイクル法により排出者がリサイクル料金を負担することが定
められています。※�リサイクル料金は、製造メーカーにより金額が異なります。

品　目 フロンガス充填量 処理料金
業務用冷蔵庫・冷凍庫、空調機、自動販売機 3kg 未満 16,500 円
業務用の冷蔵庫・冷凍庫、空調機、自動販売機は、「フロン回収破壊法」により、フロンガスの回収・破壊が義務付けられ、上記の料
金が必要です。　※�フロンガス充填量が 3kg 以上は直接廃棄物処理業者にご相談ください。　※�収集運搬は別途となります。

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

家電リサイクル法等対象機器の処理料金について



7

■ 

ペ
ッ
ト
の
フ
ン
を
放
置
し

な
い
で
く
だ
さ
い

　
近
頃
、道
端
な
ど
に
ペ
ッ
ト
の

フ
ン
が
放
置
さ
れ
て
い
る
と
の

通
報
が
増
え
て
い
ま
す
。
放
置

さ
れ
て
い
る
フ
ン
は
衛
生
面
の

み
な
ら
ず
、道
を
利
用
す
る
方

に
も
不
快
な
気
持
ち
を
与
え
ま

す
。
袋
と
ス
コ
ッ
プ
を
用
意
す

る
な
ど
し
て
、犬
に
限
ら
ず
、飼
っ

て
い
る
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
必
ず

持・

・

・

・

・

・

ち
帰
り
処
分
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

持
ち
帰
っ
た
フ
ン
は
燃
え
る
ご

み
と
し
て
処
分
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※�

犬
の
放
し
飼
い
や
ノ
ー
リ
ー

ド
に
よ
る
散
歩
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

◯
旧
指
定
ご
み
袋
に
つ
い
て

　
旧
指
定
ご
み
袋
は（
次
の
場
合
を
除
き
、原
則
と
し
て
）使
用
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ご
み
を
出
す
際
に
は（
旧
指
定
ご
み
袋
は
使
用
せ
ず
）必
ず
現
在

の
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
指
定
ご
み
袋
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
旧
指
定
も
え
る
ご
み
袋
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

　
汚
れ
、汁
漏
れ
対
策
に
広
域
連
合
指
定
も
え
る
ご
み
袋
の
内
袋

と
し
て
利
用
す
る
。

◯
旧
指
定
も
え
な
い
ご
み
袋
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

　
ガ
ラ
ス
、陶
磁
器
く
ず
の
袋
が
破
れ
や
す
い
場
合
な
ど
に
、内

袋
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、リ
サ
イ
ク
ル
物（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
、紙
製
容
器

包
装
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、ガ
ラ
ス
び
ん
、ア
ル
ミ
缶
、白
色
ト
レ
イ
）を

入
れ
る
袋
と
し
て
も
使
用
で
き
ま
す
。そ
の
場
合
は「
リ
サ
イ
ク
ル
物
」

と
し
て
出
す
こ
と
が
、ハ
ッ
キ
リ
分
か
る
よ
う
に
、袋
の「
も
え
な
い

ご
み
」の
印
刷
部
分
に
マ
ジ
ッ
ク
で
×
印
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

■ 

区
民
以
外
の
地
区
集
積
場
利
用（
不
法
投
棄
）

に
つ
い
て

　

地
区
集
積
場
は
、地
区
の
所
有
物
で
あ
り
、そ
の

地
区
に
加
入
し
て
い
る
区
民
の
み
が
利
用
で
き
る

施
設
で
す
。

　

そ
の
地
区
集
積
場
で
区
民
以
外
の
方
が
ご
み
を

置
い
て
い
く
事
例
が
度
々
発
生
し
て
い
ま
す
。た
と

え
ご
み
の
回
収
場
所
で
あ
ろ
う
と
も
、区
民
以
外
が

許
可
な
く
侵
入
し
ご
み
を
置
い
て
い
く
行
為
は“
不

法
投
棄
”及
び“
建
造
物
侵
入
”に
あ
た
り
ま
す
。

　

地
区
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
は
白
馬
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
又
は
北
ア
ル
プ
ス
エ
コ
パ
ー
ク
へ

お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

ご
み
の
搬
入
は
必
ず
受
入
時
間
内
に
持
ち
込
み
、

指
定
の
場
所
に
置
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

　

ご
み
の
出
し
方
は
地
区
ご
と
に
よ
っ
て
様
々
な

取
り
決
め
が
さ
れ
て
い
ま
す
。集
積
場
の
利
用
方
法

な
ど
に
つ
い
て
は
、ご
加
入
し
て
い
る
地
区
の
環
境

衛
生
委
員
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、ご
み
を
出
す
際
は
ご
み
袋
の
氏
名
欄
に“
フ

ル
ネ
ー
ム
”を
、地
区
欄
に
は“
地
区
名
”を
必
ず
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

■
不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら

　
不
法
投
棄
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ：
０
１
２
０
―
５
３
０
―
３
８
６

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

ペ
ッ
ト
の
フ
ン
の

後
始
末
に
つ
い
て

旧
指
定
ご
み
袋
に
つ
い
て

区
民
以
外
の
地
区
集
積
場
利
用

（
不
法
投
棄
）に
つ
い
て

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715
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令
和
５
年
４
月
か
ら
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
利
用
し
た
電
子
納
付
が
始
ま
り
ま

す
。
納
付
書
に
印
刷
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
読
み
取
る
こ
と
で
、

「
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
決
済
ア
プ
リ
等
に
て
村
税
の
納
付
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
税
目

・
個
人
住
民
税
（
普
通
徴
収
）

・
固
定
資
産
税

・
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

・
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）

■
利
用
で
き
る
納
付
書

　
表
面
に

（
e
Ｌ
マ
ー
ク
）と
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
（
ｅ
Ｌ

-

Ｑ
Ｒ
）、
納
付
書
番
号
（
ｅ
Ｌ

-

番
号
）
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
納
付
書
が
利
用

で
き
ま
す
。

■
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
た
納
付
方
法

◇
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト

　
「
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」
は
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
支
払
い
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
ｅ
Ｌ-

Ｑ
Ｒ
）
ま
た
は
納

付
書
番
号
（
ｅ
Ｌ
番
号
）
を
利
用
し
て
納
付

で
き
ま
す
。

◇
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

　
ア
プ
リ
を
起
動
し
、
納
付
書
に
印
刷
さ
れ

た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
直
接
読
み
取
っ
て
納
付
で

き
ま
す
。

※�

利
用
可
能
な
ア
プ
リ
は
「
地
方
税
お
支
払

サ
イ
ト
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◇
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
の
金
融
機
関
窓
口

　
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
対
応
し
て
い

る
全
国
の
金
融
機
関
の
窓
口
で
納
付
で
き
ま

す
。

※�
利
用
可
能
な
金
融
機
関
は
「
地
方
税
お
支

払
サ
イ
ト
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
に
つ
い
て

〇�

地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
で
は
次
の
支
払
方

法
か
ら
納
付
で
き
ま
す

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

・
ダ
イ
レ
ク
ト
方
式
（
口
座
振
替
）

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド　

（
※
別
途
シ
ス
テ
ム
利
用
料
が
発
生
し
ま
す
）

・�

ペ
イ
ジ
ー
番
号
を
発
行
し
Ａ
Ｔ
Ｍ
等
で
支

払
う

〇�

お
手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
へ
24
時
間

３
６
５
日
利
用
で
き
ま
す
。（
※
利
用
時

間
帯
に
よ
っ
て
は
選
択
で
き
な
い
支
払
方

法
が
あ
り
ま
す
。）

　
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
で
の
詳
し
い
納
付

方
法
や
、
最
新
の
情
報
等
は
地
方
税
お
支
払

サ
イ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

令
和
５
年
４
月
か
ら
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
た
納
付
が
始
ま
り
ま
す
！

QRコードが印刷されている納付書（見本）

いつでもどこでも
お支払い可能！

eL マーク

納付書番号
（eL 番号）

QR コード
（eL-QR）

地方税
お支払サイト
ホームページ

地方税お支払サイトの画面イメージ
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納付方法 令和５年３月まで 令和５年４月以降 主な変更点

クレジット納付

白馬村税納付サイトで納付書
のバーコードを読み取り、ク
レジットカードでお支払い（※
１）

地方税お支払サイトにアクセ
スし、クレジットカードでの
納付を選択しお支払い

・�白馬村税納付サイトから地方
税お支払サイトに変更になり
ます

・�納付の際に発生するシステム
利用料が変更になります

スマートフォン
決済アプリ

アプリで納付書のバーコード
読み取りお支払い
《 対 応 ア プ リ：PayPay、
LINEPay》　

アプリで納付書のＱＲコード
を読み取りお支払い
《対応予定アプリ：PayPay, 楽
天 Pay,auPAY,d 払い等》

・�バーコードからＱＲコードを
読み取る方法に変更になりま
す

・�利用可能なアプリが増えます

窓口納付
変更はありません口座振替

コンビニ納付
※１：�令和４年度のＱＲコードが印刷されていない納付書について、クレジット納付は令和５年５月末まで白馬村税納付

サイトをご利用できます。

Q
複
数
の
納
付
書
を
ま
と

め
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
納
付
で
き
ま
す
か
？

A
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト

で
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
利
用

者
Ｉ
Ｄ
を
利
用
し
て
ロ
グ
イ
ン

す
る
こ
と
で
、
複
数
の
納
付
書

を
ま
と
め
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q
口
座
振
替
で
は
な
く
そ

の
都
度
口
座
か
ら
直
接

支
払
い
た
い
の
で
す
が
。

A
事
前
に
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の

利
用
者
登
録
と
口
座
情

報
登
録
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
で

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付（
口
座
振
替
）

を
利
用
し
て
指
定
し
た
口
座
か

ら
引
落
日
を
指
定
し
て
直
接
納

付
で
き
ま
す
。

※：クレジットカード決済には、別途税額に応じた手数料がかかります。

村
税・料
金
の

お
支
払
い
に
つ
い
て

   お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712　住民課　電話：0261-85-0715　上下水道課　電話：0261-85-0714

３月納期の
村税及び

料金
納期限 口座

振替日

納付方法・納付場所
現金払い

（金融機関及び役
場会計室）

現金払い
（コンビニエンス

ストア）
口座振替

クレジット
カード決済※

（インターネット）

スマートフォン決済
（PayPayまたは

LINE Pay）
国民健康保険税

第１０期分 3月31日
（金曜日）

3月27日
（月曜日）

○ ○ ○ ○ ○
後期高齢者医療保険料

第８期分 ○ ― ○ ― ―
上下水道料
３月請求分

3月27日
（月曜日）

3月27日
（月曜日） ○ ○ ○ ― ―

なるほど！
村税情報

お問合せ　白馬村役場　税務課　電話： 0261-85-0712

■その他の納付方法について
　今までの納付方法について、令和５年４月から納付方法が変更となります。
　変更内容については次のとおりです。
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ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？　

白
馬
の
す
い
ど
う（
第
21
回
）

昭
和
39
年
に
創
設

　

昭
和
31
年
９
月
30
日
に
神
城
村
と

北
城
村
が
合
併
し
て
白
馬
村
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

昭
和
39
年
に
そ
れ
ま
で
地
域
ご
と

に
あ
っ
た
簡
易
水
道
が
統
合
さ
れ
、白

馬
村
上
水
道
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。昭

和
49
年
度
か
ら
5
年
を
か
け
て
第
１

次
拡
張
事
業
と
し
て
配
水
池
と
送
配

水
管
の
整
備
を
行
い
、さ
ら
に
、観
光

人
口
や
別
荘
の
増
加
等
に
よ
る
水
需

要
の
増
加
を
想
定
し
、昭
和
55
年
か
ら

57
年
度
に
か
け
て
第
２
次
拡
張
と
し

て
二
股
浄
水
場
の
建
設
を
行
い
ま
し

た
。施

設
の
老
朽
化
が
進
行

　

総
務
省
が
公
表
す
る「
経
営
比
較

分
析
表
」で
は
、経
営
の
健
全
性
を
表

す「
経
常
収
支
比
率
」は
、健
全
経
営
の

水
準
と
さ
れ
る
1
0
0
％
を
上
回
り
、

1
2
8
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

企
業
債（
簡
単
に
言
う
と
借
金
）の
償

還
額（
返
済
額
）や
残
高
も
、類
似
団
体

平
均
値
と
比
較
し
て
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
一
方
で
、施
設
や
管
路
な
ど
の
老
朽

化
を
表
す
指
標
は
、類
似
団
体
平
均
値

と
比
較
し
て
高
い
数
値
と
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、更
新
し
た
管
路
延
長
の

割
合
を
表
す「
管
路
更
新
率
」は
、類
似

団
体
平
均
値
よ
り
低
い
数
値
と
な
っ

て
い
る
た
め
、施
設
更
新
が
進
ま
ず
に

経
年
劣
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。全
体
的
に
健
全
経
営
に
見
え

ま
す
が
、今
後
の
水
道
料
金
収
入
の
減

少
も
見
据
え
て
、管
路
更
新
等
の
将
来

へ
の
投
資
を
計
画
的
に
行
い
、設
備
の

強
靭
化
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
後
の
更
新
計
画

　

管
路
の
総
延
長
約
2
0
0
㎞
の
う

ち
、法
定
耐
用
年
数
で
あ
る
40
年
を
経

過
し
た
管
の
延
長
は
57
㎞
。二
股
浄
水

場
も
供
用
開
始
以
降
40
年
が
経
過
し

て
お
り
、水
処
理
施
設
の
耐
震
診
断
に

お
い
て
耐
震
性
は
な
い
と
い
う
結
果

が
出
て
い
ま
す
。今
後
、耐
震
補
強
を

し
て
継
続
運
用
す
る
の
か
、施
設
の
新

規
更
新
を
行
う
の
か
、そ
れ
と
も
、人

口
減
少
に
よ
る
配
水
需
要
の
減
少
や

管
路
更
新
に
よ
る
効
率
的
な
配
水
に

よ
っ
て
、二
股
浄
水
場
の
ダ
ウ
ン
サ
イ

ジ
ン
グ
等
が
可
能
な
の
か
、重
大
な
判

断
が
迫
ら
れ
ま
す
。

料
金
は
38
年
据
え
置
き

　
水
道
料
金
は
、昭
和
59
年
に
改
定
を

行
っ
て
以
来
、消
費
税
の
導
入
・
改
定

に
よ
る
値
上
げ
を
除
き
、改
定
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。近
隣
市
町
村
と
の
比
較
は

次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

白
馬
の
水
道
　

安
全
・
安
心
な
水
の
安
定
供
給

昭和 57 年竣工当時の二股浄水場

〈近隣市町村との比較〉　口径 13mmの場合

使用量 10㎥ 20㎥ 50㎥ 100㎥

白馬村 2,200 円 3,740 円 8,800 円 17,930 円

小谷村 2,200 円 3,770 円 8,800 円 18,760 円

池田町 1,720 円 4,390 円 12,400 円 25,750 円

松川村 1,650 円 3,630 円 9,570 円 19,470 円

大町市 1,320 円 2,860 円 7,480 円 15,180 円
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平
成
元
年
度
に
着
手

　

昭
和
59
年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
り
多
く
の
住
民
が
、豊
か

な
自
然
を
守
り
、衛
生
的
な
文
化
生
活

を
送
る
こ
と
を
望
ん
だ
た
め
、下
水
道

事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

大
出
地
籍
に
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
建

設
し
、管
路
整
備
を
行
い
平
成
５
年
８

月
に
供
用
開
始
し
、29
年
が
経
過
を
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
、人
口
の
77
％
が
下
水
道
に
加

入
で
き
ま
す
が
、加
入
者
は
そ
の
う
ち

の
82
％
に
な
り
ま
す
。

汚
水
処
理
費
は
高
め

　
総
務
省
が
公
表
す
る「
経
営
比
較
分

析
表
」で
は
、白
馬
村
の
単
年
度
収
支

は
黒
字
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、企
業

債（
下
水
道
設
備
を
整
備
す
る
際
に
必

要
な
工
事
費
を
国
な
ど
か
ら
借
り
た

も
の
）の
償
還
額（
返
済
額
）や
残
高
は

多
め
。汚
水
を
処
理
す
る
た
め
の
費
用

は
、少
な
い
人
口
と
山
間
地
と
い
う
特

性
も
あ
り
高
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、収
入
は
人
口
の
推
移
や
観
光

客
数
に
左
右
さ
れ
る
の
で
す
が
、５
年

後
の
令
和
９
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
令

和
２
年
度
と
同
程
度
ま
で
落
ち
込
む

と
推
測
し
て
い
ま
す
。（
※
図
１
参
照
）

今
後
の
更
新
計
画

　

供
用
開
始
30
年
未
満
で
あ
る
こ
と

か
ら
、老
朽
化
の
度
合
い
は
低
い
も
の

の
、今
後
の
機
械
設
備
の
更
新
や
耐
震

改
修
な
ど
災
害
に
強
い
施
設
と
す
る

た
め
、更
新
・
改
修
計
画
は
大
変
重
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
今
年
度
、浄
化
セ
ン
タ
ー
の
機
械
設

備
や
建
築
物
に
つ
い
て
は
機
能
調
査

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。損
耗
度
の
確

認
や
、今
後
の
リ
ス
ク
を
検
討
し
、こ

れ
を
基
に
優
先
順
位
を
つ
け
て
計
画

的
な
更
新
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

早
め
に
ご
検
討
く
だ
さ
い

　
今
年
度
新
た
に「
白
馬
村
下
水
道
使

用
料
免
除
制
度
」を
制
定
。現
在
、浄
化

槽
も
し
く
は
く
み
取
り
便
所
に
よ
り

汚
水
処
理
を
し
て
い
る
場
合
、新
た
に

下
水
道
に
接
続
す
る
た
め
の
工
事
を

行
う
こ
と
で
、下
水
道
使
用
料
が
は
じ

め
の
１
年
間
支
払
が
免
除
さ
れ
る
と

い
う
も
の
。期
限
は
来
年
度（
令
和
５

年
度
）ま
で
。

料
金
は
29
年
据
え
置
き

　
下
水
道
使
用
料
は
、平
成
５
年
の
供

用
開
始
以
降
消
費
税
率
改
定
に
伴
う

税
率
分
の
値
上
げ
は
行
っ
た
も
の
の
、

根
本
的
な
改
定
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
。近
隣
市
町
村
と
の
料
金
比
較
は
次

の
表
の
と
お
り
で
す
。

白
馬
の
下
水
道

持
続
可
能
な
経
営
へ建設当時の浄化センター

お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714

近隣市町村との下水道使用料比較

使用量 10㎥ 20㎥ 50㎥ 100㎥

白馬村 1,870 円 3,740 円 9,790 円 23,210 円

小谷村 2,090 円 3,980 円 9,850 円 20,300 円

池田町 2,040 円 4,450 円 11,680 円 23,730 円

松川村 1,430 円 3,190 円 8,690 円 18,590 円

大町市 1,700 円 3,790 円 10,610 円 22,710 円
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農
業
委
員
会
は
、農
地
法
に
基
づ
く
売
買
・

貸
借
の
許
可
、農
地
転
用
案
件
へ
の
意
見
具

申
、遊
休
農
地
の
調
査
・
指
導
な
ど
農
地
に
関

す
る
事
務
を
執
行
す
る
委
員
会
で
す
。白
馬

村
農
業
委
員
会（
会
長
：
松
沢
正
猛
、事
務
局
：

農
政
課
）は
、任
期
３
年（
現
行
：
令
和
２
年

７
月
20
日
か
ら
令
和
５
年
７
月
19
日
、次
回
：

令
和
５
年
７
月
20
日
か
ら
令
和
８
年
７
月
19

日
）、農
業
委
員
12
名
、農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
１
名
、計
13
名
が
活
動
し
て
い
ま
す

（
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
１
名
欠
員
）。

　

農
政
に
関
す
る
、課
題
を
整
理
し
共
有
す

る
た
め
、１
月
30
日
に
理
事
者
と
農
業
委
員

に
よ
る
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。白
馬
村

は
近
隣
自
治
体
と
比
較
し
、認
定
農
業
者
や

大
規
模
農
業
法
人
は
多
い
状
況
で
す
が
、米

価
下
落
の
影
響
、個
人
農
家
減
少
に
伴
う
引

受
農
地
増
加
、耕
作
放
棄
地
増
加
に
よ
る
有

害
鳥
獣
発
生
等
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

農
業
委
員
会
が
担
当
す
る
農
地
関
係
の
３
つ

の
課
題
に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。

１
． 人
・
農
地
プ
ラ
ン（
地
域
計
画
）法
定
化
に

つ
い
て

・�

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
改

正
に
よ
り
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」が
法
定
化

さ
れ
た
。

・�

農
地
利
用
の「
地
域
計
画
」を
令
和
７
年
３

月
末
ま
で
に
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

・�

計
画
中
の「
目
標
地
図（
１
筆
ご
と
に
認
定

農
業
者
・
担
い
手
を
明
記
）」の
素
案
作
成
が

農
業
委
員
会
の
業
務
と
な
っ
て
い
る
。

・�

地
域
計
画
は
地
域
農
業
関
係
者
が
、話
合
い

に
よ
り
、次
の
３
つ
を
明
確
に
す
る
必
要
が

あ
る
。

①
守
る
べ
き
農
地（
農
業
と
し
て
利
用
）

②
保
全
管
理
す
る
農
地

③
農
地
と
し
て
活
用
し
な
い
農
地

・�

現
在
の
白
馬
村
人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
、神
城
・

北
城
・
青
鬼
の
３
地
区
あ
り
、プ
ラ
ン
内
の

認
定
農
業
者
が
作
付
す
る
こ
と
基
本
と
な
っ

て
い
る
。

・�

今
後
、高
齢
化
・
人
口
減
少
等
に
よ
り
農
業

者
は
減
少
し
、耕
作
放
棄
地
増
加
が
懸
念
さ

れ
る
。

・�
優
良
農
地
確
保
の
た
め
、北
城
地
区
ほ
場
整

備
事
業
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、神
城
・

北
城
の
プ
ラ
ン
は
統
合
が
望
ま
し
く
、地
域

計
画
と
合
わ
せ
、令
和
７
年
３
月
末
ま
で
に

調
整
す
る
。

２
． 優
良
農
地
確
保（
ほ
場
整
備
事
業
）状
況

に
つ
い
て

・�

神
城
地
区
ほ
場
整
備
事
業
は
、昭
和
４
０
年

代
か
ら
平
成
初
頭
に
掛
け
終
了
し
て
い
る
。

・�

北
城
地
区
ほ
場
整
備
事
業
の
状
況
は
次
の

と
お
り
。

①�

北
城
南
部
地
区（
深
空
、八
方
口
、瑞
穂
、白

馬
町
）

　

�

面
積
41
ｈ
ａ
、工
期　

令
和
２
年
～
令
和

６
年
予
定
。

②
北
城
北
部
地
区（
新
田
、森
上
）

　

�

事
業
実
施
計
画
策
定
中
。
面
積
約
50
h
a
、

工
期　
令
和
７
年
～
令
和
11
年
予
定
。

③�

北
城
中
部
地
区（
真
畔　
ま
ぐ
ろ
）

　

�

民
間
事
業
者
が
砂
利
採
取
に
伴
う
区
画
整

理
実
施
中
。

④�

北
城
中
部
地
区（
塩
島
、大
出
、船
山
、蕨
平
、

通
ダ
ム
南
、深
空
東
、野
平
、切
久
保
）

　

�

共
同
施
行
、中
山
間
、ほ
場
整
備
事
業
に
よ

り
区
画
実
施
済
。

３
． 農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
総
合
見
直

し
に
つ
い
て

・�

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画（
農
振
農
用
地
、

い
わ
ゆ
る
青
地
農
地
）は
、社
会
情
勢
等
に

よ
り
概
ね
５
年
毎
の
総
合
見
直
し
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

・�

総
合
見
直
し
は
、通
常
業
務
に
加
え
た
業
務

と
な
る
。

・�

膨
大
な
事
務
量
や
職
員
異
動
、マ
ン
パ
ワ
ー

不
足
等
に
よ
り
、平
成
25
年
に
奈
良
井
地
籍

を
中
心
と
し
た
総
合
見
直
し
を
し
た
の
み

で
あ
る
。

４
．考
察

・�

人
・
農
地
プ
ラ
ン（
地
域
計
画
）法
定
化
、北

城
地
区
ほ
場
整
備
事
業
に
伴
い
、農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
の
総
合
見
直
し
が
必
要
。

・�
通
常
業
務
プ
ラ
ス
業
務
の
た
め
、令
和
５
年

度
か
ら
準
備
を
進
め
る
。

・
ま
た
専
任
職
員
配
置
が
望
ま
し
い
。

第
８
回　

白
馬
村
の
農
林
業　
（
農
業
委
員
会
）

お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

令和5年1月30日　理事者・農業委員会懇談会
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令
和
5
年
4
月
1
日
か
ら

伐
採
造
林
届
の
添
付
書
類
が
統一さ
れ
ま
す

農
業
法
人 

有
限
会
社

マ
イ
テ
カ
ル
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た

農
地
の
権
利
取
得
に
係
る

下
限
面
積
の
廃
止
に
つ
い
て

お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
と
き
は
伐
採
造

林
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
伐
採
造
林
届

の
添
付
書
類
に
つ
い
て
、
森
林
法
施
行
規

則
に
基
づ
く
統
一
的
な
運
用
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

書
類
の
添
付
は
義
務
と
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
場
合

に
は
必
ず
添
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
立
木
の
伐
採
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
農
政
課
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

農
地
法
第
3
条
に
よ
り
農
地
の
売
買
・
貸
し
借
り
な
ど
の

権
利
を
取
得
す
る
に
は
、
農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
許
可
を
得
る
た
め
に
は
、
許
可
後
の
耕
作
面
積
が

下
限
面
積
以
上
に
な
る
こ
と
が
要
件
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、

白
馬
村
で
は
下
限
面
積
を
30
ア
ー
ル
に
、
移
住
定
住
に
伴
う

住
宅
に
付
随
す
る
農
地
の
別
段
面
積
を
0.1
ア
ー
ル
に
設
定
し

て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
農
地
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
農
地
の
権
利
取

得
に
あ
た
っ
て
の
下
限
面
積
要
件
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
令
和
5
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

白
馬
村
で
設
定
し
て
い
る
下
限
面
積
及
び
別
段
面
積
も
廃
止

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
農
地
の
権
利
取
得
に
必
要
な
そ
の
ほ
か
の
要
件（
全

部
効
率
利
用
、
年
間
１
５
０
日
以
上
従
事
、
地
域
と
の
調
和
等
）

は
、
継
続
の
要
件
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
２
月
２
日
に
開

催
さ
れ
た
「
大
北
農
業
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
研
修
会
」
に
お
い
て
、

農
業
法
人
　
有
限
会
社
マ
イ

テ
カ
ル（
代
表
：
福
島
利
文
氏
）

が
、
長
年
の
農
業
振
興
に
対

す
る
功
績
が
評
価
さ
れ
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
変
更
の
理
由

　�

農
地
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
農
地
の
権
利
取
得
に
あ
た
っ

て
の
下
限
面
積
要
件
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
。

○
適
用
開
始
日

　�

令
和
5
年
4
月
1
日

○
農
地
の
権
利
移
動
に
か
か
る
下
限
面
積

添付書類 具体的な内容

森林の位置図・区域図 届出対象の森林の位置および伐採区域が分かる地図

届出者の確認書類
個人：氏名・住所がわかる書類（運転免許証など）の写し
法人：法人の登記事項証明書などの写し、法人番号が記載
された書類

土地の登記事項証明書等
(届出者が土地所有者でな
い場合)

土地の登記事項証明書や固定資産税納税通知書の写しなど
届出者に土地所有権または造林権原があることが分かる書
類

伐採の権原関係書類 立木の売買契約書など届出者が立木を伐採する権原を有す
ることが分かる書類

隣接森林との境界関係書類※ 伐採区域に関し、隣接森林所有者との確認状況がわかる書類

※以下のいずれかに該当する場合は、添付を省略することができます。
①単木的な伐採など境界に隣接しない場合
②境界杭などにより境界が明らかな場合
③誓約書の提出等により届出後伐採前に境界確認を実施することを明らかにした場合

現行の下限面積

設定区域 下限面積（別段面積）

村内全域

・30アール
（移住・定住に伴う住
宅に付随する農地の場
合は０．１アール）

変更後の下限面積

設定区域 下限面積（別段面積）

村内全域 廃止

はく�3月.indd   13はく�3月.indd   13 R5/03/08   15:11R5/03/08   15:11
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今
年
も
、
卒
業
生
を
送
り
出
す
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
給
食
で
は
、
各

学
校
の
授
業
で
作
成
し
た
献
立
や
児
童
・
生
徒
の
リ
ク
エ
ス
ト
献
立
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
が
、
３
月
は
、
給
食
を
卒
業
す
る
中
学
生
の
リ
ク
エ
ス

ト
で
「
思
い
出
献
立
」
を
何
日
か
に
分
け
て
提
供
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
献
立
は
、「
地
元
の
中
華
麺
と
白
馬
の
み
そ
を
使
っ
た
白
馬

の
み
そ
ラ
ー
メ
ン
」「
カ
レ
ー
」「
キ
ム
タ
ク
ご
飯
」「
う
ぐ
い
す
揚
げ
パ
ン
」「
豚

肉
の
山
賊
焼
き
」「
豚
汁
」「
か
き
た
ま
汁
」
で
し
た
。
み
な
さ
ん
の
思
い

出
献
立
は
、
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

給
食
の
献
立
に
は
ご
家
庭
の
食
卓
に
並
ば
な
い
も
の
も
多
く
、
大
人
に

な
っ
て
か
ら
懐
か
し
い
な
と
思
い
出
す
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
、

「
ス
タ
ミ
ナ
納
豆
」「
キ
ム
タ
ク
ご
飯
」
と
給
食
で
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
を
ご

紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
村
男
が
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
む
け
、
作
り
そ
う
で
作
ら
な
い
『
思
い
出
献
立
☆
揚
げ

パ
ン
』
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
春
休
み
の
間
に
、
ご
家
庭
で
も
作
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※�

給
食
の
コ
ッ
ペ
パ
ン
は
、
市
販
の
パ
ン
よ
り
乳
・

糖
分
な
ど
を
控
え
た
も
の
を
使
用
し
て
い
る

の
で
、
こ
の
レ
シ
ピ
は
家
庭
用
に
ア
レ
ン
ジ

を
し
て
い
ま
す
。
市
販
の
パ
ン
は
油
を
吸
い

や
す
く
、
べ
た
っ
と
な
る
の
で
、
あ
ま
り
揚

げ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
揚
げ

方
や
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
色
々
試
し
て
い
た
だ
き
、

ご
家
庭
で
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

（
こ
こ
で
お
願
い
）

学
校
が
お
休
み
に
な
る
と
、
牛
乳
を
飲
む
機

会
も
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
給
食
の
な
い
日
も
、

牛
乳
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
」
を
忘
れ
ず
に
、
大
事

な
成
長
期
の
カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
の
た
め
、
ご
家

庭
で
も
牛
乳
を
飲
む
習
慣
を
つ
け
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

４
月
か
ら
も
皆
さ
ん
に
安
全
で
美
味
し
い
給

食
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

職
員
一
同
頑
張
り
ま
す
。
ご
卒
業
さ
れ
る
皆
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

元
気
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

令
和
５
年
度

　行
政
相
談
に
つ
い
て

給
食
セ
ン
タ
ー
は
奥
が
深
い
の
で
す
。

白馬村キャラクター
ヴィクトワール・
シュヴァルブラン・
村男Ⅲ世

思い出献
立

《材料》
コッペパン又はロールパン………………………２個
きな粉……………………………………… 20グラム
砂糖………………………………… 10グラム・適量
（きな粉にあわせるのでお好みの甘さで調節して下さい）
※お好みでグラニュー糖などでもお試しください。
油……………………………………………………適量
《作り方》
※�最初に、きな粉と砂糖を混ぜておいてください。(揚
げあがったパンにすぐまぶせるように、準備してお
いてください)
160℃くらいの低温の油で、パンの表面を下にして揚げ
て下さい。揚げあがったら、すぐ熱いうちに用意した
きな粉などにまぶしてください。
※�油を使うので必ず大人と一緒に、気を付けて調理し
てくださいね。

地場産品の利用や、食文化、食の体験等、ご協力いただける方はご一報ください。
お問合せ　白馬村学校給食センター　電話：0261-72-5143

皆
さ
ん
の
日
常
生
活
の
中
で
、
道
路
、
農
地
、

公
害
、
登
記
、
福
祉
な
ど
の
行
政
が
行
う
業
務

に
対
し
、
疑
問
や
要
望
、
困
り
ご
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

直
接
は
言
い
に
く
い
、
こ
う
い
っ
た
様
々
な

意
見
や
要
望
に
対
し
て
相
談
委
員
が
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。
秘
密
厳
守
・
無
料
・
予
約

不
要
で
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

白
馬
村
の
行
政
相
談
委
員
は
、
令
和
５
年
４

月
か
ら
新
任
予
定
の
西
澤
良
典
さ
ん
（
飯
森
）

で
す
。

な
お
、
西
澤
良
典
さ
ん
の
紹
介
は
、
広
報
は

く
ば
４
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

<行政相談日>
令和5年� 4月11日（火曜日）
� 6月13日（火曜日）
� 8月22日（火曜日）
� 10月17日（火曜日）
（長野県行政相談週間
� 10月16日〜22日）
� 12月12日（火曜日）
令和6年� 2月13日（火曜日）
<開催時間>
午後1時30分〜
　　午後3時30分まで
<開催場所>
白馬村役場2階　庁議室

入札結果
入 札 日 令和5年1月30日

業 務 名 令和4年度白馬南小学校
空調機設置工事

執 行 方 法 指名競争入札

事 業 箇 所 白馬南小学校

落 札 者 株式会社宮尾建設

落札決定額 9,460,000円

入 札 者

有限会社池田建設

有限会社彦工務店

株式会社リホーム白馬

株式会社宮尾建設

☆給食といえば『揚げパン』 揚げパン（2個分）
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認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
目
指
し
て

〈
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
〉

白
馬
村
で
は
、
認
知
症
高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
認
知
症
の
家
族
を
支
援
す
る
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

３
月
１
日
現
在
白
馬
村
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
数
は
１
５
６
０
人
で
す
。

令
和
４
年
度
に
な
り
小
学
4
年
生
、
中
学
3
年
生
、
民
生
委
員
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、
地
域
の
方
が
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
2
月
に
は
中
学
3
年
生
と
ゴ
ミ
出
し
、
買
い
物
、
散
歩
し

て
い
る
場
面
で
認
知
症
の
方
と
関
わ
る
と
き
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
注
意
し
た
ら
よ
い
か
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
と
一
緒
に
話
し
合
い
ま

し
た
。
関
わ
る
と
き
に
は
笑
顔
で
ゆ
っ
く
り
、
は
っ
き
り
、
わ
か
り

や
す
く
話
を
し
、
驚
か
せ
な
い
よ
う
に
後
ろ
か
ら
は
声
を
か
け
な
い

よ
う
に
す
る
な
ど
生
徒
さ
ん
か
ら
も
意
見
が
出
ま
し
た
。

認
知
症
の
人
は
何
も
わ
か
ら
な
い
、
何
も
で
き
な
い
人
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
で
も
ど
こ
か
お
か
し
い
と
自
覚
し
と
て
も
不
安
に
思
っ

て
い
ま
す
。
周
り
の
人
は
そ
の
気
持
ち
に
気
づ
き
手
助
け
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
認
知
症
は
誰
で
も
な
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。

い
つ
自
分
や
家
族
あ
る
い
は
友
人
が
認
知
症
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
講
座
を
受
講
し
て
認
知
症
を
正
し
く
理
解

し
、
認
知
症
の
人
と
出
会
っ
た
と
き
に
、
適
切
な
対
応
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
認
知
症
の
人
と
介
護
す
る
家
族
を
温
か
く
見
守
り
、
応
援

し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
支
え

る
力
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

地
区
で
、
ま
た
グ
ル
ー
プ
で
、
サ
ー

ビ
ス
業
、
接
客
業
の
他
職
種
を
問
わ

ず
ど
な
た
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
と
は
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成
を
担
う
人
で
す
）

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
家
飲
み
や

オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
が
増
え
た
人
や
、

感
染
が
落
ち
着
い
た
機
会
に
久
し
ぶ

り
に
外
で
飲
む
人
な
ど
、
こ
こ
数
年

で
お
酒
と
の
付
き
合
い
方
に
変
化
が

あ
っ
た
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
健
康
的
に
お
酒
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
の
機
会
に
飲

酒
習
慣
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

適
切
な
飲
酒
量
は
ど
れ
く
ら
い
？

「
節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
量
」
は
、

1
日
平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル
で
約
20
ｇ

程
度
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
コ
ッ
プ
1
杯
で
も
ア
ル
コ
ー

ル
度
数
に
よ
っ
て
純
ア
ル
コ
ー
ル
量

は
異
な
り
、
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
は
「
お

酒
の
量
（
ml
）
×
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
／

1
0
0
×
0.8
（
ア
ル
コ
ー
ル
の
比
重
）」

で
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
は
お
酒
に
強
い
タ
イ
プ
？

弱
い
タ
イ
プ
？

ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
に
は
個
人
差

が
あ
り
、
日
本
人
は
遺
伝
的
に
お
酒

に
弱
い
人
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

健
康
的
に
お
酒
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

・�

自
分
の
体
調
や
体
質
に
あ
っ
た
飲

み
方
を
す
る
。

・�

長
時
間
に
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に

飲
む
時
間
を
決
め
る
。

・�

食
事
や
お
つ
ま
み
と
一
緒
に
。
水

分
も
し
っ
か
り
摂
り
ま
し
ょ
う
。

・�

休
肝
日
を
作
り
、
肝
臓
を
休
ま
せ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う

・�

お
酒
以
外
に
も
ス
ト
レ
ス
発
散
法

を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

お
酒
の
こ
と
で
誰
か
に
相
談
し
た
い

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
ア

ル
コ
ー
ル
を
始
め
と
し
た
依
存
症
の

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
心
配
ご
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
本
人
や
家
族
だ
け

で
抱
え
込
ま
ず
、
な
る
べ
く
早
く
専

門
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
づ
く
り
だ
よ
り

～
上
手
な
お
酒
の
付
き
合
い
方
～

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

長野県の依存症相談（精神保健福祉センター）　電話：026-266-0280

お問合せ　白馬村地域包括支援センター　電話：0261-72-6667

種類 ビール(5%) 日本酒 ウイスキー 焼酎(25%) ワイン チューハイ(7%)

量 ロング缶1本
(500ml)

1合
(180ml)

ダブル1杯
(60ml)

グラス1/2杯
(100ml)

グラス2杯弱
(200ml)

缶1本
(350ml)

純アルコール20g相当量

※年齢や性別、体質等によって適量は異なります。あくまで目安としてご参考ください。

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

約半数はお酒に
弱い、飲めない
タイプの人
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国際観光科１年の「総合英語」の授業で、台北市立松山高級中学の生徒とオンラ

イン交流を行いました。交流のテーマは文化紹介で、３グループに分かれて「食文

化」「学校文化」「ポップカルチャー」のそれぞれのテーマについて紹介し合いまし

た。 

オープニングでは、日本語を勉強している台湾の生徒のひとりが、琴で「さくら

さくら」と「千本桜」の演奏を披露してくれ、本校の生徒たちはその見事な演奏に

聴き入っていました。グループ交流では、事前に準備した原稿とスライドを使って、

それぞれのテーマに関する発表を英語で行いました。台湾の生徒からの質問にはメ

ンバーで助け合いながらなんとか答えることができていました。

交流は 30分間のセッションを相手を変えて３回行いました。最初はたどた

どしい発表でしたが、回を追うにつれて自信を持って発表する姿がみられまし

た。以下、生徒の感想です。 

「うまく聞き取れなくても一生懸命聞こうとすることで交流を深めるこ 

とができた。」 

「台湾の文化だけではなく、相手のこともよく知れて楽しかった。」 

「やっぱり流ちょうな英語が速くて聞きづらいことが分かったので、実際 

の英語を聞き取れることが大事だとわかった。これからリスニングの力を 

つけていきたい。」 

「もっと単語を覚えたり、文法を理解したり、相手に伝わる発音や聞き取 

りやすい話し方などを学んでいきたいと思った。」 

オンライン交流を通して、生徒たちは英語を流ちょうに話す台湾の生徒に刺

激を受け、それぞれの課題が見つかったようです。今回感じたことや学んだこ

とをこれからの学習に活かしてほしいと思います。今後は様々な国と対面での

交流を再開していきます。生徒たちが普段の授業で得た知識・技能を実践し、

国際感覚を身につけてもらいたいと思います。 

◇ ◇ ◇

 

 

 

白 馬     

高 校   
 

HAKUBA H.S. 
Report Channel 
白馬高校レポートチャンネル 

令和５年２月 16日（第 178号） 

発行：白馬高校 教務係 

  TEL 0261(72)2034(代表) 

ホームページも

ご覧ください⇒ 

12月 23日 台北市立松山高級中学とのオンライン交流  
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白馬村にある太田薬局の薬剤師、山本美嶺里さんを講師としてお招きし、薬物乱用防止教室を実施しました。白馬高校の

学校薬剤師でもある山本さんには、薬物依存の恐ろしさや依存しないための対策について教えていただきました。薬物の乱

用がもたらす影響の一例として、漢字が書けなくなったり、きれいな丸が書けなくなったりする話があり、薬物乱用者が書

いた実際の手紙の写真を見た生徒たちは驚きの表情を見せていました。また、薬物だけでなく、たばこやアルコール、SNS

やゲームなどへの依存についてもお話をしていただきました。以下、生徒の感想を紹介します。 

薬物やその他の依存物質について正しい知識を持ち、自分から手を出さない、また誘いを受けた時に、周りに流されずに

自分の言葉ではっきり意思表示できる力を身につけてほしいと思います。また、悩みや困りごとがあれば、一人で抱え込ま

ず、周りやしかるべき機関に相談する選択肢を第一に考えてほしいと思います。 

「小学校中学校でもいろいろな話を聞いてきたが、改めて依存の怖さを知ること

ができて良かった。実際にたばこやお酒に誘われたことは今はないけど、誘われ

たときにしっかり断れるように知識をつけなければいけないと思った。」 

「薬物には関わらないように日々気をつけたい。また、大切な人がそうなってし

まったときに、自衛もしつつ、大切な人を止められる人になりたいと思った。」 

　スキー・スノーボード教室を３年ぶりに実施しました。１年生は白馬五竜スキー場いいもりゲレンデでスキー、２年生は白馬

さのさかスキー場でスノーボード、３年生は白馬岩岳スノーフィールドでスキー・スノーボードを楽しみました。各学年、初心

者・初級・中級・上級に分かれ、インストラクターの指導を受けスキルアップに励みました。 

　中・上級コースの生徒は、白馬高生ならではの華麗な滑りを見せてくれました。スキー・スノーボードに親しみのない生徒

も、初めはうまくできず苦戦している様子でしたが、日を追うごとに上達し、最終日には気持ちよさそうに滑走する姿が見ら

れ、成長が感じられました。 

　３日間とも晴天に恵まれ、白馬の雄大な自然を目一杯感じることができるスキー・スノーボード教室となりました。これか

らも白馬という恵まれたフィールドでウィンタースポーツに親しんでほしいと思います。 

１月 11日～13日 スキー・スノーボード教室 

２月８日 １学年薬物乱用防止教室 

 

 

１月 11日～13日 スキー・スノーボード教室 

２月８日 １学年薬物乱用防止教室 
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令
和
５
年
度
に
お
け
る
自
衛
官
候
補
生

及
び
自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て

人
権
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

　防衛省では、以下の予定で令和５年度各募集種目の受付及び採用試験を実施します。

募集種目 採用人数
（参考：令和4年度） 応募資格 受付期間 試験時期

自衛官
候補生

男　子
　陸　 約5,000名
　海　 約　950名
　空　 約1,700名
女　子
　陸　 約 750名
　海　 約 200名
　空　 約 600名

18歳以上33歳未満の者
（32歳の者は、採用予定月の末
日現在、33歳に達していない
者）

年間を通じて受付
受付時又は各自衛隊地
方協力本部のホーム
ページにてお知らせ

一般曹
候補生

陸　約4,000名
（うち女子500名）
海　約1,580名

（うち女子200名）
空　約1,400名

（男女区分なし）

18歳以上33歳未満の者
（32歳の者は、採用予定月の末
日現在、33歳に達していない
者）

①3月1日～5月9日
②7月1日～9月5日
③9月6日～11月30日

①1次:5月19日～28日
　2次:6月17日～7月2日
②1次:9月15日～24日
　2次:10月14日～11月5日
③1次:12月9日～14日
　2次:令和6年1月6日～14日
※いずれか１日を指定されます。

航空学生
海　約74名

（うち女子若干名）
空　約72名

（男女区分なし）

海: 18歳以上23歳未満の者（高
卒者（見込含）又は高専３年
次修了者（見込含）

空: 18歳以上21歳未満の者（高
卒者（見込含）又は高専３年
次修了者（見込含））

7月1日～9月7日
1次9月18日
2次10月14日～19日
3次（海）11月17日～12月13日
 　（空）11月11日～12月14日

・役場総務課に案内用パンフレットのご用意があります。
・試験日や試験科目等の詳しい内容は、以下へお問合せください。

令
和
4
年
度
の
白
馬
村
青
少
年
育
成
村
民
大
会
で
は
、
大
阪
市
立
大
空
小
学
校
初
代
校
長
の
木
村
泰
子
さ
ん
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
空
小
学
校
は
、
学
校
の
理
念
を
「
す
べ
て
の
子
ど
も
の
学
習
権
を
保
障
す
る
学
校
を
つ
く
る
」
と
定
め
、
特

別
支
援
の
対
象
と
な
る
児
童
も
含
め
て
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
同
じ
教
室
で
学
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
住
民
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
保
護
者
の
支
援
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
「
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
」
と
し
て
、
多
く
の
大
人
た

ち
で
見
守
る
体
制
を
作
り
、
不
登
校
児
は
い
ま
せ
ん
。

大
空
小
学
校
を
舞
台
に
撮
影
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
み
ん
な
の
学
校
」
の
上
映
会
を
青
少
年
育
成

村
民
大
会
の
前
に
開
催
し
、
多
く
の
方
に
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
し
た
。

白
馬
村
青
少
年
育
成
村
民
大
会
で
木
村
泰
子
さ
ん
に
お
話
い
た
だ
い
た
こ
と
や
、
映
画
を
見
た
方
の
感
想
を
抜

粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
み
ん
な
が
つ
く
る 

み
ん
な
の
学
校 

～
す
べ
て
の
子
ど
も
の
居
場
所
を
地
域
の
学
校
に
～

「
み
ん
な
と
同
じ
」
こ
と
が
評
価
さ
れ
る
時
代
は
終
わ
り
、「
他
人
と
違
う
」
こ
と
に
価
値
が
あ
る
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。
障
が
い
は
「
個
性
」
で
す
が
、
現
代
社
会
は
そ
の
個
性
を
潰
し
て
い
ま
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

尊
重
し
合
え
ば
、
差
別
は
な
く
な
り
ま
す
。
偏
見
で
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
壊
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

た
っ
た
一
つ
の
約
束
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
自
分
の
た
め
に
「
や
り
直
し
」
を
し
て
、
失
敗
を
成
功
体
験
に

変
え
る
。
困
っ
て
い
る
子
が
困
ら
な
く
な
る
「
空
気
」
を
つ
く
る
た
め
に
、「
大
丈
夫
？
」、「
何
に
困
っ
て
い
る
の
？
」、

「
私
に
で
き
る
こ
と
あ
る
？
」
と
声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
っ
と
そ
ば
に
い
る
だ
け
で
十
分
で
す
。

子
ど
も
を
一
人
ぼ
っ
ち
に
し
な
い
大
人
に
な
る
た
め
に
、
自
分
ご
と
と
し
て
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

「
子
ど
も
を
育
て
る
」
白
馬
村
か
ら
、「
子
ど
も
が
育
つ
」
白
馬
村
に
。

■
「
み
ん
な
の
学
校
」
上
映
会 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
感
想

・�

み
ん
な
で
思
い
合
い
心
を
繋
げ
て
い
く
事
の
大
切
さ
を
心
か
ら
学
び
ま
し
た
。

・�

一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
合
っ
て
学
校
を
つ
く
る
こ
と
、
み
ん
な
に
居
場
所
が
あ
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

・�

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
学
校
教
育
の
あ
り
方
に
対
す
る
自
分
の
価
値
観
や
考

え
方
が
間
違
っ
て
い
た
と
気
づ
き
ま
し
た
。

・�「
支
援
が
必
要
な
子
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、
周
り
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

・�

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
存
在
を
諦
め
な
い
対
応
に
感
動
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
学
校
が
増
え
れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

・�
立
場
は
関
係
な
く
信
じ
合
え
る
こ
と
、
安
心
し
あ
え
る
こ
と
が
素
敵
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

・�
信
じ
ら
れ
る
大
人
が
い
る
学
校
や
地
域
で
あ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
改
め
て
思
い
ま

し
た
。

・�

子
ど
も
も
教
職
員
も
そ
れ
ぞ
れ
が
学
び
合
い
支
え
合
っ
て
い
る
姿
が
素
晴
ら
し
か
っ

た
で
す
。

・�

地
域
に
ひ
ら
か
れ
た
学
校
、
一
緒
に
育
て
て
い
く
地
域
、
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
。

お問合せ　自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター「信濃」　電話：0263-36-2787

お問合せ　白馬村教育委員会　生涯学習スポーツ課　電話：0261-85-0726

４つの力
・人を大切にする力
・自分の考えを持つ力
・自分を表現する力
・チャレンジする力

たった一つの約束

・ 自分がされていやな
ことは人にしない・言
わない

学びの目的は「その子がその子らしく育つこと」です。
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里山道中　東山スノーシュー　～太郎山を歩く～

白
馬
村
公
民
館
で
は

「
魅
力
あ
る
自
然
を
守
り
、

守
る
べ
き
ふ
る
さ
と
の

歴
史
と
文
化
を
継
承
す

る
。
次
世
代
を
担
う
青

少
年
の
育
成
と
学
び
あ

い
、
育
て
あ
う
村
づ
く

り
に
貢
献
す
る
。」
を
目

標
と
し
て
公
民
館
講
座

な
ど
の
内
容
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
村
民
の

社
会
活
動
へ
の
参
加
や

生
涯
学
習
活
動
を
促
進

し
て
い
き
ま
す
。

来
年
度
（
令
和
５
年

度
）
開
講
予
定
の
公
民

館
講
座
の
一
部
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

白
馬
村
公
民
館
　来
年
度
の
ご
あ
ん
な
い

歩いて白馬山麓を一周する 全９回（第4G）
R5は６回予定

４月〜開講予定
（2年度にわたる開催です）

「旅日記を楽しもう」講座
〜おくのほそ道〜 全7回 ５月〜開講予定

わでん伝筆教室 全６回 ５月〜開講予定
貯筋運動と脳トレ 全10回 ５月〜開講予定

植物講座〜SDGs葛文化に着目〜 全５回 ５月〜開講予定
パステルアート教室 全５回 ５月〜開講予定

ヘルシーアップクッキング教室 全５回 ５月〜開講予定
シニアのためのスマホ超入門教室 全５回 ５月〜開講予定
日本舞踊の師範が教える浴衣の着付け講座 全５回 ５月〜開講予定

蕎麦打ち教室 全３回×２ 春・秋開講予定
古文書講座 全２回 ６月・９月開講予定

歴史紀行　「鞜野日記の足跡をゆく」 全２回 ６月・９月開講予定
里山道中　（山歩き、スノーシュー） 全４回 ５月、１０月、２月、３月開講予定

ドローン安全講座 全２〜３回 １２月頃開講予定

いずれの講座も日程など変更の場合がありますのでご了承ください。この他に
も公民館講座を予定しています。詳細は新聞折り込みや白馬村行政公式ホーム
ページ等でお知らせします。

2
月
7
日
（
火
曜
日
）
に
公
民
館
講
座
「
東
山
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー�

太
郎
山
を
歩
く
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

青
木
湖
畔
の
ヤ
ナ
バ
ス
キ
ー
場
か
ら
太
郎
山
（
1
0
5
1
m
）

を
経
由
し
て
三
日
市
場
地
区
ま
で
の
約
8
k
m
の
コ
ー
ス
で
、

20
名
の
参
加
者
が
東
山
の
尾
根
道
を
行
き
ま
し
た
。
好
天
に
も

恵
ま
れ
、
青
木
湖
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
爺
ヶ
岳
や
鹿
島
槍
ヶ
岳
、

四
ヶ
庄
平
越
し
の
雄
大
な
白
馬
三
山
な
ど
、
木
々
の
間
か
ら
北

ア
ル
プ
ス
の
山
並
み
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
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令和５年度芸術文化公演のお知らせ

ウイング21ホール友の会 会員募集中！

白馬村公民館が第75回全国優良公民館表彰を受賞

白
馬
ウ
イ
ン
グ
21
芸
術
文
化
シ

リ
ー
ズ
実
行
委
員
会
、
ウ
イ
ン
グ
21

ホ
ー
ル
友
の
会
で
は
、
来
年
度
左
記

の
予
定
で
公
演
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

村
内
で
生
演
奏
や
公
演
を
観
た
り
聴

い
た
り
す
る
機
会
を
創
る
こ
と
で
芸

術
文
化
の
振
興
と
ウ
イ
ン
グ
21
文
化

ホ
ー
ル
の
利
活
用
に
寄
与
し
て
い
き

ま
す
。

こ
の
会
は
、
地
域
の
芸
術
文
化
の

意
識
の
高
揚
と
、
芸
術
鑑
賞
の
機
会

を
よ
り
多
く
も
ち
、
情
操
を
豊
か
に

す
る
と
共
に
、
会
員
相
互
の
交
流
を

深
め
、
新
し
い
地
域
文
化
の
創
造
を

め
ざ
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
ま
で
に
1
2
0
名
を
超
え
る
皆

様
に
ご
加
入
い
た
だ
き
、
活
動
し
て

い
ま
す
。

◆�

会
費
：
ウ
イ
ン
グ
２
１
ホ
ー
ル
友

の
会
は
運
営
経
費
と
し
て
年
会
費

を
い
た
だ
き
ま
す
。

大
人
会
員
・・・
　
１
，
０
０
０
円

賛
助
会
員
・・・
１
０
，
０
０
０
円

◆
会
員
特
典

•�

友
の
会
の
主
催
事
業
の
入
場
料
金

割
引
を
行
い
ま
す
。

　�（
但
し
、
後
援
事
業
に
つ
い
て
は
こ

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

•�

賛
助
会
員
に
は
こ
の
会
が
発
行
す

る
会
報
に
年
１
回
の
広
告
を
無
料

で
掲
載
し
ま
す
。

◆
申
込
先
：
白
馬
村
教
育
委
員
会
内

　�

ウ
イ
ン
グ
21
ホ
ー
ル
友
の
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：

0
2
6
1
‐
8�

5
‐
0
7
2
6�

去
る
2
月
3
日
（
金
曜
日
）

に
文
部
科
学
大
臣
よ
り
優
良
公

民
館
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
表
彰

状
と
記
念
盾
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
特
徴
的
な
取
り
組
み
講
座

と
し
て
「
山
麓
め
ぐ
り�

～
歩
い

て
白
馬
山
麓
を
一
周
す
る
～
」

を
あ
げ
ま
し
た
。
白
馬
山
麓
の

里
山
地
帯
を
ぐ
る
っ
と
一
周
、

約
70
km
の
行
程
を
、
1
日
あ
た

り
約
8
km
、
9
回
に
わ
た
り
踏
破

す
る
講
座
で
す
。
各
地
域
に
存

在
す
る
石
仏
群
や
社
寺
、
古
道
、

多
様
な
動
植
物
な
ど
、
実
際
に

目
で
見
て
、
そ
の
場
で
聴
い
て
、

心
で
感
じ
る
学
び
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

令
和
元
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

公
民
館
「
ガ
イ
ド
養
成
講
座
」

の
受
講
生
か
ら
約
15
名
の
講
師

（
ガ
イ
ド
）
が
養
成
さ
れ
、
歴
史

や
民
俗
・
自
然
環
境
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活
か
し
な

が
ら
、
今
年
度
は
第
3
グ
ル
ー

プ
の
受
講
者
に
多
様
な
地
域
の
資
源
を
語
り
継
ぎ
ま
し
た
。

参
加
希
望
者
が
多
く
、
毎
回
抽
選
に
な
る
人
気
の
講
座
で
、
こ
れ
ま
で
に
約
60
名
が

受
講
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
は
自
主
的
な
勉
強
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
様
々

な
観
点
か
ら
地
域
の
資
源
を
語
れ
る
よ
う
研
鑽
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年

に
発
生
し
た
神
城
断
層
地
震
の
被
災
状
況
に
つ
い
て
、
信
州
大
学
と
連
携
し
た
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
構
築
し
て
お
り
、
山
麓
め
ぐ
り
の
中
で
も
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
を
活
用

し
て
語
り
継
ぐ
こ
と
で
、
地
域
の
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
古
く
か
ら
変
わ
ら
ず
に
続
い
て
い
る
学
び
と
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た

新
た
な
学
び
の
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
、
白
馬
村
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
多
様
で
あ
る
こ

と
か
ら
交
流
し
学
び
あ
い
成
長
す
る
村
」
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
活
動
や
、
歴

史
や
資
源
を
活
か
し
た
地
域
に
根
差
し
た
生
涯
学
習
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

いずれもウイング21文化ホールで開催します。
詳細は決定次第、新聞折り込み・白馬村行政公式ホームページ等でお知らせします。

期　日 ジャンル 内　容
� 7月� 1日（土曜日） コンサート 澤和樹　ヴァイオリンコンサート
7月27日〜 29日 クラシック 第21回白馬国際音楽祭
� 9月18日（月曜日) 落　語 林家正蔵（こぶ平）　落語会
10月� 8日（日曜日） コンサート 自衛隊ふれあいコンサート
12月� 2日（土曜日） コンサート 第9回�はつゆきコンサート

はく�3月.indd   21はく�3月.indd   21 R5/03/08   15:12R5/03/08   15:12



3
館報はくば　Vol.514

図書館だより
No.256

令和5年3月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時〜午後6時

〇お知らせ システム更新に伴い、3月下旬（予定）は休館となります。

書　　名 著者名
みかんきょうだいのたんけん ホソカワ　レイコ/作
コロネのおしりはどっち？ 塚本　ユージ
カラスですけどなにか…！？ はまの　弥子/ぶん
おばけのやだもん　だいすき！ソフトクリーム ひらの　ゆきこ/さく・え
ぞうのフニフとわにのワムくん はせがわ　さとみ/作・絵

【児童書・絵本】

書　　名 著者名
植物少女 朝比奈　秋
名探偵のままでいて 小西　マサテル
書楼弔堂　待宵 京極　夏彦
薬屋のひとりごと　13 日向　夏
ある愛の寓話 村山　由佳
前略、山暮らしを始めました。 浅葱
ぼけの壁 和田　秀樹
脳がいきいき！ピアノで指たいそう 元吉　ひろみ
図書館ウォーカー　旅のついでに図書館へ オラシオ
イラストで見るウイルスあれこれ 竹上　勉

【一般・郷土】
〇新着案内

周りと比べたり、羨んだり、それで
も私たちは働く－。恩田 陸、桐野 夏
生ら7人の作家が手掛けた、自分らし
い働き方を探す女性をテーマにした
短編集。

『私たちの金曜日』
有川 ひろ　他

売れ残りのお雛さまたちは、自分たちを
飾ってくれる家を探すことに。けれど、
五月人形やこけしが住んでいて、なかな
か見つかりません。そこに流し雛がやっ
てきて…。

『おひなさまのいえ』
ねぎし　れいこ/作

明日は初めての登園日。先生はやさしい
人かな?これから行くところってどんな
とこ？遊びの時間はあるのかな？。幼稚
園や保育園に行く前に読みたい絵本。

『いよいよあしたは』
ナターシャ・ウィング/文

しんどいことは手放して、嬉しいこと
楽しいことを存分に味わうの－。畑仕
事をしながら一人暮らしを続ける哲代
おばあちゃんの日常と、自分らしく上
手く老いるヒントを紹介。

『102歳、一人暮らし。』
石井　哲代

キッチンカーで起業したい、売り上
げをアップするには？、車の選び方
など、20年以上キッチンカーで活躍
している著者が成功の秘訣を語る。

『幸せメロンパン起業』
阪田　紫帆里

漢人でありながら15万の蒙古軍を率
い、700以上の城を陥落させた郭侃。
中国史上初めて地中海まで達した、
歴史に埋もれた名将の生涯を描く。

『残照』
田中　芳樹

この絵の主役は誰？目に見えない雨を表現す
るには？世界中の名画約360点を掲載し、絵
の見どころ、描くとき観るときのルール、画材、
技法など、写真やイラストでわかりやすく解説。
絵をより深く鑑賞することができ、楽しく学
べる図鑑です。

内容紹介

今月のおすすめ
本

『小学館の図鑑NEOアート
　図解　はじめての絵画』

青柳 正規/監修 
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3月～ 4月　保健ガイド

２０日～翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■休・祝日緊急当番医表
月日 曜日 北部地区

（白馬・小谷） 大町市内 南部地区
（池田・松川） 歯科 白馬村内薬局

当番店
3月21日 火 白馬診療所 いしぞね内科・外科クリニック 若林医院 小田切歯科医院 池田町 （0261）62-3134 フジノヤ薬局
3月26日 日 神城醫院 柿下クリニック 近藤医院 金子歯科医院 大町市 （0261）23-2200 白馬アップル薬局
4月  2日 日 遠藤内科医院 太田医院 栗田医院 丸山歯科クリニック 松川村 （0261）62-0648 太田薬局
4月  9日 日 最上整形外科ｸﾘﾆｯｸ あづみ病院 横沢医院 横澤歯科医院 大町市 （0261）22-1343 フジノヤ薬局
4月16日 日 菊地クリニック 西森整形外科 小谷村診療所 いとう歯科医院 松川村 （0261）62-8880 ―
4月23日 日 小野医院 松本クリニック しんたにクリニック にこにこデンタルクリニック 大町市 （0261）23-5612 フジノヤ薬局
4月29日 土 平林医院 せりざわクリニック 白馬診療所 あづみ病院歯科口腔外科 池田町 （0261）61-1168 フジノヤ薬局
4月30日 日 横澤内科医院 あづみ病院 横沢医院 平林歯科医院 大町市 （0261）22-1149 白馬アップル薬局

■ 乳幼児健診等 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子さん

3月23日（木） ２歳相談 令和3年1月～ 3月生
3月27日（月） PT (理学療法士) 相談 予約制
4月10日（月） 育児相談 予約制
4月12日（水） あそびの教室ほっぷ① 令和3年1月～ 3月生
4月13日（木） 乳児健診 令和4年11月・12月生・令和4年5月生
4月18日（火） 3歳健診 令和2年3月9日～ 4月生
4月20日（木） もぐもぐ教室 令和4年8月～ 10月生
4月24日（月） PT (理学療法士) 相談 予約制
4月25日（火） ２か月育児相談 令和5年2月生　※会場:子育て支援ルーム

■ 子育て支援ルーム
※支援ルームは登録制となっておりますので、初回利用時に登録カードの記入をお願いします。
※日曜日～金曜日　AM9:30 ～ 12:00　PM13:00 ～ 16:00　自由利用で開室しています。

☆４月より通常の支援ルームから入室できます。
☆冬期間の日曜日は休館となります。
※支援ルームご利用の際は、必ず検温をしてからお越し下さい。
※入室したらまず、手洗いと健康確認チェックシートの記入をお願いします。
※ 新型コロナウイルス感染の状況により、閉室又は開室時間の変更をする事もありますので、ご不明な点は子育て支援ルームにお問

合せください。
※閉室等の情報は白馬村行政公式ホームページ、白馬村母子手帳アプリおひさまメモリーズ by 母子モ にも掲載します。

お問合せ：白馬村子育て支援課子育て支援ルーム　（0261-72-3025）

3月22日（水）～28日（火） 自由利用午前のみ（午後お休み）
3月29日（水）～4月  5日（水） 年度末休み
4月  6日（木） 新年度自由利用始まり

■弁護士無料法律相談（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 ご予約・お問合せ先

4月11日（火） 13：00～15：00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

横
ヨコヤマ

山　直
ナ オ キ

毅　弁護士 白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約が必要です。相談時間は30分ですので、相談内容を整理してお越しください。

■ 予防接種 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子さん

3月22日（水） 日本脳炎予防接種 個別にご案内しています
3月24日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
4月  7日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
4月26日（水） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています

お問合せ　子育て支援課　母子健康係　電話0261-85-8101

■心の相談会（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 お問合せ先

3月28日（火） 10：00～15：00 白馬村保健福祉ふれあいセンター
２階　福祉相談室 白馬村役場健康福祉課　0261-85-07134月25日（火）

※電話でご予約ください(匿名可)。相談時間は1人30分程度です。
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人口：8,800 人　男：4,427 人　女：4,373 人　世帯：4,394 世帯
（令和 5年 3月 1日現在）

※	上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）
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編集後記
小学校の姉妹都市交流事業が３年ぶりに実施されました。白馬南小学校は、静岡県河津東小学校、白馬
北小学校は和歌山県太地小学校と、それぞれ久しぶりの交流事業を実施することが出来ました。また、2月
23日には、白馬村から静岡県河津町の河津さくら祭りに、白馬村PRの場を設けていただき、満開の河津桜
を見に全国から集まった観光客に向けて、白馬村のPRを行うことができました。今後も学校だけでなく様々
な場面での交流を深めていきたいと考えています。� (広報編集担当：田中)

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

白馬村の認知症サポーター数1268人
（令和3年 2月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

学生等大歓迎！　見に来てください！

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第 1回町内美化活動が 6月 26 日、今井浜海岸で
実施され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら 70
名を超える人々が参加しました。東小学校では、子
ども達の地域の自然を大切にする気持ちを高めるた
め、毎年夏に今井浜海岸の清掃活動を行っています。
縦割り班に分かれた児童らは、大人達と協力しながら
流木や海藻などのごみを拾い集めました。約 1時間
に渡る活動の結果、トラック 3台分、ごみ袋 112 袋
分のごみが回収されました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7 月 19 日（水）から 3日間、白馬北小学校の 5年
生の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校 5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物館
見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での買
い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

4 基目のご当地ポスト設置

1月17日（火曜日）に、役場前に新しく設置し
た「ご当地ポスト」の除幕式を行いました。
これまで、太地町立くじらの博物館前にコビレ

ゴンドウ、道の駅たいじにバンドウイルカ、JR太
地駅前にセミクジラのポストを作製してきましたが、
今回は太地町役場前にシャチの青いポストが加わ
りました。これでご当地ポストは4基目となります。
ご当地ポスト設置事業は令和元年度から継続し

ており、新しい観光スポットとして、地域の活性
化や観光促進につながることを期待しています。

「河津桜トンネル」看板除幕式

３月19日に一部開通する伊豆縦貫自動車道河津
下田道路（Ⅱ期）に建設された延長１８８４メー
トルのトンネルの名称が「河

かわづざくら
津桜トンネル」に決

まり２月１日、河津桜観光交流館で看板除幕式が
行われました。
岸重宏町長や渡部正一沼津河川国道事務所長ら

関係者と町立さくら幼稚園と私立わかば保育園の
園児が除幕し、実際に設置するトンネル看板が披
露されました。
今回の一部開通では、河津町から下田市までを

通る延長6.8キロメートルのうち、河津七
ななだる
滝から河

津逆
さかさがわ
川までの約3キロメートルの区間が開通します。

トンネル看板の除幕をする関係者

広告募集中 広報はくば及び白馬村行政公式ホームページに掲載する広告（有料）を募集しています ＊お問合せ 白馬村役場総務課

いざという時のために
ダウンロードしておきましょう。

白馬村防災ナビ
（防災アプリ）
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